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下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できる 
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光導波路型基板上の蛍光を高感度に検出するための蛍光検出装置の開発を行なった。干渉縞の影響を考

慮し、励起光源には水銀ランプを用い、偏光板によって偏光を制御した。励起光の入射角度は0～75°と

し、蛍光の検出は冷却CCDカメラでおこなった。本装置と、蛍光物質としてRhodamineBを用いて蛍光を測

定した結果、TE偏光した励起光で蛍光は効率よく増強されTM偏光の励起光では蛍光は増強されないことが

確認できた。また、蛍光が増強するAl2O3の膜厚では、励起光が強く散乱していることが明らかとなった。

この結果より、励起光の強い散乱が蛍光増強に強く関与していることが示された。 

次に、励起・蛍光波長の異なる蛍光物質としてFluorescein、Rhodamine B、Cy3、Cy5を選択し、これら

の蛍光物質を最も強く増強するAl2O3膜厚と蛍光増強度をそれぞれ検討した。この結果、Cy3とCy5の蛍光増

強度が高く約30倍程度であり、蛍光増強度が最大となるAl2O3の膜厚はそれぞれ、90 nm と105 nm である

ことがわかった。当初の予定よりも低い蛍光増強度となったが、これは蛍光物質の滴下方法に原因がある

と考えられる。 

光導波路型基板を用いてタンパク質の測定を行う前に、蛍光での標識がより簡単なDNAの検出を試みた

。実験では、一本鎖のプローブDNAを光導波路型基板に固定化し、そこに、Cy3とCy5で標識した一本鎖の

ターゲットDNAを流すことで、ターゲットDNAの検出を行なった。この結果、ガラス基板の場合と比較し、

Cy3とCy5で標識したDNAを約30倍の測定感度で測定することが可能であった。           
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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  (4)                             (5)                              (6)                  
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
 
 
 



 

 

 
11.研究発表（平成２０年度の研究成果） 
 〔雑誌論文〕 計（ 1 ）件  

著 者 名 論  文  標  題 
Takuo Akimoto, Mitsuru Yasuda,
 Isao Karube 

Effect of the polarization and incident angle of excitation light on the  
fluorescence enhancement observed with a multilayered structure       
fabricated by Ag and Al2O3 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
Applied Opics 有り 47(21) 2 0 0 8 3789-3794 

 
 〔学会発表〕計（3）件  

発 表 者 名 発  表  標  題 
Takuo Akimoto, Mitsuru Yasuda,
 Isao Karube 

Highly sensitive detection of fluorescence by a plane metal su
rface and a polarized excitation light 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
Biosensors 2008 2008. 05. 14  上海 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

安田充、秋元卓央、軽部征夫 AgとAl2O3で作製した多層膜基板を用いた蛍光標識DNAの高感度検出 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
2008年度秋季 第69回応用物理学会 2008. 09. 3  名古屋 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

安田充、秋元卓央、軽部征夫 多層膜基板上での偏光した励起光の反射が与える蛍光増強への効果 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
2009年春季 第56回応用物理学会 2009. 03. 31  つくば 

 
 〔図 書〕 計（ 0 ）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
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産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
      

 
 〔取 得〕    計（ 0 ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


